
（団体名） 特定非営利活動法人ワーカーズコープ
（事業名） ディーセントワーク創造応援プロジェクト ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

別記様式第２号別紙

初期 中期 長期

【人員体制】
責任者1名
ｽﾀｯﾌ0.5名

【応援体制】
団体本部
団体関連機関

【資金】
補助金（7/10）
団体資金（3/10）

①就労希望者掘り起し
②カウンセリング等
③企業とのマッチング
④定着支援
⑤ネットワーク構築
⑥実践報告会の実施

⑦農業職場体験会の実
施と農産物生産者会との
就労形態を確立
⑧上記の付随業務

【企業】
連携企業数：20社以上
職場環境改善(調査実施）

【就労者】
新規就労者数：13名
職場定着率：80％
（6か月後・1年後で調査）

【支援機関】
連携先支援機関：12団体

被災経験企業等の不足
人材の確保とNPO等の

支援機関等との連携に
よる継続的な支援体制
の構築

職場内環境の改善。

働きがいや生きがいの
ある職場への転換。

企業の力を育成・発信
し、地域内企業のCSR・
CSVとして継続的な取組
み展開へ。

被災地から次世代の新
たな就労モデルを構築。

就労者同士の包摂的
な関係構築へ

（支えられる者から支え
る者へ）

多様な支援機関・行
政・企業等と協議機能
と実行機能の構築

支援機関の開拓と連携
機関の増加
10団体へ

支援機関の開拓と連携
機関の増加
12団体へ

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

雇用創出効果として地
域内の就労者実績が増
加。震災ストレス等によ
る心の課題を抱える対
象者の就労支援の拡充。

企業との中間支援の継
続実施による就労者の
職場内定着率の増加。

【地域発信】
実践報告会の開催による
地域内へのモデル展開

【地域発信】

連携企業・団体の増加
（2か所以上）

【地域発信】

連携企業・団体の増加
（2か所以上）

【地域発信】

連携企業・団体の増加
（4か所以上）

【農業職場体験会＋
就労形態確立】

職場体験参加者数：5名
就労形態確立：2件

【農業職場体験会＋
就労形態確立】

（職場体験参加者
1名／月×3か月）

【農業職場体験会＋
就労形態確立】

農産物生産者会との就
労形態アイデア会議
（1回／2か月）

【農業職場体験会＋
就労形態確立】

農産物生産者会への
就労確定2名


